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「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展
２
０
２
０
I
N
か
な
が
わ
」
を

開
催
、
S
N
S
で
も
発
信

こ
れ
に
先
立
ち
、
動
画
「
か
な
が
わ
か
ら
『
北
方
領
土
』
を

知
ろ
う
！
」
を
制
作
・
配
信

の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
さ
ら

に
、
署
名
の
募
集
や
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。

パ
ネ
ル
展
の
開
催
に
つ
い

て
、
今
年
度
は
、
エ
リ
カ
ち
ゃ

ん
公
式
t
w
i
t
t
e
r
・

F
a
c
e
b
o
o
k
に
お
い
て

発
信
を
行
っ
た
。

初
日
に
は
、
当
県
民
会

議
会
長
の
嶋
村
神
奈
川

県
議
会
議
長
及
び
い
そ

も
と
副
議
長
に
見
学
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
県
議

会
議
員
の
控
室
が
あ
る

新
庁
舎
で
実
施
し
た
こ

と
か
ら
、
複
数
の
県
議
会

議
員
の
方
々
に
も
御
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

三
日
間
の
見
学
者
数
は

八
五
五
名
（
推
計
）
に
及

ん
だ
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
展
の
事

前
告
知
の
た
め
、
か
な
が

わ
県
公
式
動
画
チ
ャ
ン

ネ

ル
「
か

な

チ

ャ

ン

T
V
」
に
て
動
画
「
か
な

が
わ
か
ら
『
北
方
領
土
』

を
知
ろ
う
！
」
を
県
知
事

室
協
力
の
下
、
制
作
・
配

信
（
十
二
月
一
日
時
点

一
，
五
二
三
回
再
生
）
し

た
。
内
容
は
北
方
領
土
問

題
の
概
要
・
ビ
ザ
な
し

交
流
に
参
加
し
た
県
職

員
・
学
生
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
、
現

在
も
配
信
さ
れ
て
い
る

の
で
、
是
非
、
右
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
御
覧

い
た
だ
き
た
い
。

令
和
二
年
八
月
二
十
五
日

（
火
）
～
二
十
七
日
（
木
）
の
三

日
間
、
神
奈
川
県
庁
新
庁
舎
に

お
い
て
、
消
毒
液
の
設
置
や
感

染
防
止
対
策
取
組
書
の
掲
示

等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上

で
、
「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展
２

０
２
０ 

Ｉ
Ｎ 

か
な
が
わ
」
を

開
催
し
た
。

例
年
展
示
し
て
い
る
北
方
領

土
の
歴
史
や
自
然
等
の
パ
ネ
ル

展
示
に
加
え
、
北
海
道
北
方
領

土
対
策
本
部
作
成
の
「
北
方
領

土
ト
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の

放
映
及
び
「
エ
リ
カ
ち
ゃ
ん
」

八
月
強
調
月
間
に
懸
垂
幕
を
掲
出

県
民
会
議
で
は
、
例
年
八
月

の
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強

調
月
間
に
あ
わ
せ
、
か
な
が
わ

県
民
セ
ン
タ
ー
（
横
浜
市
神
奈

川
区
鶴
屋
町
二
－
二
四
－
二
）

に
お
い
て
懸
垂
幕
「
北
方
の　

領
土
か
え
る
日　

平
和
の
日
」

の
掲
出
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年

も
七
月
三
十
一
日
～
八
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
掲
出
を
行
っ

た
。
来
月
の
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
に
も
同
セ
ン

タ
ー
に
て
掲
出
予
定
（
二
月
一

日
～
三
月
一
日
）。

▲パネル展の様子
（写真右が嶋村会長、左から2人目がいそもと県議会副議長）

エリカちゃんFacebook
でも発信

▶

北方領土イメージキャラクター「エリカちゃん」

2021

◀ 動画
　「かながわから『北方領土』

を知ろう！」

◀動画
　2次元コード

FB

twitter



（第68号） 四
し

島
ま

の か け 橋 2021年1月1日 （金曜日）　 （ 2 ）

令
和
二
年
九
月
十
六
日
、
菅　

義
偉
氏
が
第
九
十
九
代
内
閣
総

理
大
臣
に
、
茂
木
敏
充
氏
が
外

務
大
臣
に
、
河
野
太
郎
氏
が
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及

び
北
方
対
策
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

菅
総
理
大
臣
は
、
九
月
二
十

九
日
夜
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
就
任
後
初
め
て
電
話

会
談
を
行
い
、
こ
の
中
で
「
日

露
関
係
を
重
視
し
て
お
り
、
平

和
条
約
締
結
問
題
を
含
め
、
日

露
関
係
全
体
を
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
。
北
方
領
土
問
題
を
次

の
世
代
に
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
、
終
止
符
を
打
た
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と

共
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、

総
理
大
臣
就
任
へ
の
祝
意
を
示

し
た
上
で
、
「
安
倍
前
総
理
大

臣
と
の
関
係
を
高
く
評
価
し
て

お
り
、
菅
総
理
大
臣
と
の
間
で

も
、
二
国
間
及
び
国
際
的
な
課

題
に
関
し
て
建
設
的
に
連
携
す

る
用
意
が
あ
る
。
平
和
条
約
締

結
問
題
も
含
め
、
二
国
間
の
あ

ら
ゆ
る
問
題
に
関
す
る
対
話
を

継
続
し
て
い
く
意
向
だ
」
と
応

じ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
両
首

脳
は
、
平
和
条
約
交
渉
を
め
ぐ

り
二
年
前
に
安
倍
前
総
理
大
臣

と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
一
九
五

六
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
を
基
礎

に
交
渉
を
加
速
す
る
と
合
意
し

た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
菅
総
理
大
臣
が
「
航

空
機
に
よ
る
墓
参
り
を
は
じ
め

と
し
た
、
北
方
領
土
の
元
島
民

へ
の
人
道
的
措
置
を
重
視
し
て

お
り
、
四
島
を
め
ぐ
る
協
力
を

さ
ら
に
強
化
し
た
い
」
と
述
べ

た
こ
と
に
対
し
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ビ
ザ
な

し
交
流
」
の
重
要
性
は
認
識
し

て
い
る
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
束

す
れ
ば
再
開
す
る
用
意
が
あ
る

と
い
う
考
え
を
伝
え
ま
し
た
。

そ
し
て
両
首
脳
は
、
感
染
拡
大

を
受
け
て
延
期
さ
れ
た
地
方
ど

う
し
の
交
流
を
進
め
る
「
日
露

地
域
交
流
年
」
の
開
会
式
を
実

現
す
る
た
め
、
協
力
す
る
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。
最
後
に
両

首
脳
は
、
近
い
う
ち
に
対
面
で

日
露
関
係
に
つ
い
て
率
直
に
話

し
合
い
た
い
と
い
う
意
向
を
確

認
し
ま
し
た
。
会
談
後
、
菅
総

理
大
臣
は
、
「
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
、
今
後
、
率
直
に
意
見
交

換
で
き
る
と
い
う
手
応
え
を
感

じ
た
。
わ
が
国
と
し
て
は
、
領

土
問
題
を
解
決
し
て
、
平
和
条

約
を
締
結
す
る
と
い
う
基
本
方

針
の
下
に
、
粘
り
強
く
交
渉
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

茂
木
敏
充
外
務
大
臣
は
、
十

月
十
六
日
、
約
一
時
間
、
ラ
ヴ

ロ
フ
、
セ
ル
ゲ
イ
・
ヴ
ィ
ク
ト

ロ
ヴ
ィ
チ
・
ロ
シ
ア
連
邦
外
務

大
臣
と
電
話
会
談
を
行
い
、
先

般
行
わ
れ
た
日
露
首
脳
電
話
会

談
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
和
条
約

交
渉
、
航
空
機
墓
参
を
含
む
四

島
交
流
等
事
業
、
北
方
四
島
に

お
け
る
共
同
経
済
活
動
、
経
済
、

人
的
交
流
、
安
全
保
障
等
様
々

な
分
野
で
の
日
露
間
の
協
議
や

協
力
に
つ
い
て
前
進
を
図
る
べ

く
、
引
き
続
き
外
相
レ
ベ
ル
で

も
率
直
に
議
論
を
重
ね
て
い
く

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖

縄
及
び
北
方
対
策
）
の
河
野
太

郎
氏
は
、
九
月
二
十
七
日
、
北

海
道
根
室
市
の
納
沙
布
岬
か
ら

対
岸
に
あ
る
北
方
領
土
・
歯
舞

群
島
を
視
察
し
、
「
若
い
世
代

に
問
題
を
認
識
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
会
員
制

交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
活

用
し
た
啓
発
を
進
め
る
考
え
を

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
元
農
林

大
臣
の
祖
父
、
河
野
一
郎
氏
が

一
九
五
六
年
、
日
ソ
平
和
条
約

交
渉
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
共
産
党

第
一
書
記
等
と
返
還
交
渉
を
行

い
、
同
年
十
月
に
は
「
日
ソ
共

同
宣
言
」
を
成
立
さ
せ
、
鳩
山

一
郎
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）

と
共
に
調
印
に
こ
ぎ
つ
け
た
人

物
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
ロ

シ
ア
と
の
平
和
条
約
交
渉
を
進

め
、
問
題
を
早
期
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
神
奈
川
県
民
会
議

に
お
い
て
も
、
関
東
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
、
総
会
、
教
育
者

会
議
な
ど
を
書
面
に
て
開
催
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
動
画
を

作
成
す
る
な
ど
、
暗
中
模
索
の

状
態
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
御

協
力
、
事
務
局
の
努
力
に
よ
っ

て
何
と
か
無
事
乗
り
切
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
来
年
度
ま
で

に
は
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発

さ
れ
、
平
和
な
世
界
が
戻
っ
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

（
綾
井
）

編
集
後
記

◇
嶋
村
た
だ
し
会
長
（
神
奈
川

県
議
会
議
長
）
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展

２
０
２
０ 

I
N 

か
な
が
わ
」

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
動
画
「
第
三
十
六
回
北

方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川

県
民
大
会
に
代
え
て
」
に
御
出

演
い
た
だ
く
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

で
手
探
り
の
県
民
会
議
の
広
報

啓
発
活
動
を
お
支
え
く
だ
さ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
嶋
村
会

長
、
引
き
続
き
、
県
民
会
議
の

広
報
啓
発
活
動
に
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
綾
井
）

県
民
会
議
で
は
、
二
月
七

日
「
北
方
領
土
の
日
」
の
前

後
、
相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地

下
鉄
の
車
両
及
び
相
鉄
線

横
浜
駅
で
、
北
方
領
土
に
関

す
る
啓
発
映
像
を
放
映
す

る
。一

回
三
十
秒
の
Ｃ
Ｍ
が
、

相
鉄
線
は
全
線
で
約
一
三

十
両
の
車
両
、
横
浜
市
営
地

下
鉄
は
全
線
で
約
一
〇
六

両
の
車
両
、
加
え
て
相
鉄
線

横
浜
駅
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
四
面
で
流
れ
る

予
定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
も
、
川

崎
駅
や
本
厚
木
駅
の
電
光

ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
よ
る
広

報
を
予
定
し
て
い
る
。

相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
・
相
鉄
線
横
浜
駅
で

 

北
方
領
土
に
関
す
る
県
民
会
議
の
Ｃ
Ｍ
を
実
施
!!

横浜駅メディア「相鉄ステーションビジョン」

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月

二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
た
。
こ
の
条
約
で
日
露
両

国
の
国
境
が
平
和
裏
に
定
め
ら

れ
、
北
方
四
島
が
日
本
の
領
土

と
し
て
初
め
て
国
際
的
に
明
確

に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
経
緯
を

踏
ま
え
て
、
北
方
領
土
問
題
に

対
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を

さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方

領
土
返
還
運
動
の
一
層
の
推
進

を
図
る
た
め
、
一
九
八
一
年
一

月
六
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、

二
月
七
日
が
「
北
方
領
土
の
日
」

と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

二
月
七
日
㈰
は

「
北
方
領
土
の
日
」

相鉄線車両「トレインビジョン」

昨
年
十
一
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
「
令
和
二
年
度 

第
三

十
六
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
神
奈
川
県
民
大
会
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
代
え
て
、
会
長
・

知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
か

ら
構
成
さ
れ
る
動
画
を
制
作
・

配
信
し
た
。
是
非
、
「
か
な
チ

ャ
ン
Ｔ
Ｖ
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

動
画
「
第
三
十
六
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

神
奈
川
県
民
大
会
に
代
え
て
」
を
制
作
・
配
信

〇
嶋
村
会
長
（
神
奈
川
県
議
会
議
長
）

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

嶋
村
会
長
か
ら
は
、
県
民
会
議
の
活
動
紹
介
、
活
動

へ
の
協
力
な
ど
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

〇
黒
岩
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

黒
岩
知
事
か
ら
は
ブ
ラ
ウ
ン
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
の
紹
介
と

と
も
に
、
元
島
民
の
現
状
を
踏
ま
え
、
返
還
運
動
の
機
運
を

高
め
て
い
こ
う
と
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

〇
国
後
島
を
訪
問
し
た
職
員
の
声

令
和
元
年
八
月
に
ビ
ザ
な
し
交
流
で
国
後
島
を
訪
問

し
た
県
職
員
が
、
現
地
で
撮
影
し
た
写
真
を
交
え
、
体

験
談
を
語
っ
て
く
れ
た
。

県民会議からのメッセージ

　我が国固有の領土、歯舞群島・色丹島・国後島・

択捉島の北方領土の返還の実現は、私たちすべての

長年の願いです。

　そのためには、私たち自身が粘り強く返還要求運動

を進め、私たちの声を高めていくことが大切です。

　北方領土返還要求運動神奈川県民会議では、北方

領土の返還が一日も早く実現することを願い、さら

に粘り強く運動を推進していきます。

北方領土返還要求運動神奈川県民会議

〇
県
民
会
議
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

例
年
の
「
大
会
宣
言
」
に
代
え
て
、
次
の
と
お
り
県
民

会
議
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。


